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statues were carved later than the cave sta旬es
themselves, and, there 

Tian Long Shan Grottoes, which were built during the Eastern W
ei 

are several Tathagata statues sitting on lotuses, in other words, a 
Dynasty or the Northern

 Qi D戸i
asty,

have a total of twenty five 
（ グコー） 

thousand Buddha are carved in relief on the back wall, it seems that 
caves and more than half of them seem to have been built during the 

they were sculpted after the initial the excavation of the caves during 
Tang Dynasty. M

ost of them are small only about two meters deep 
the Tang Dynasty. The Lotus seats of the Tathagata statues have 

and each is coordinated with five, three, or two image statues at each 
intertwined lotus stem, and this is a very unusual thousand Buddha 

of the north, east and west walls. The north wall is considered the 
image. However, in spite of the very peculiar iconography, there has 

main wall. However, only the cave IX at the center of the caves, is 
not been detailed discussion on this so far. It is not an exaggeration 

sculptural 
the 

principal 
image of the 

others, 
the 

仕·om
different 

28N）∞m．a 

to say that the cave IX itself has been disregarded. I would like to 
grouping in the ninth cave is the big Buddha statue of M

aitreya, there 
discuss the thousand Buddha sculptural grouping carved in the cave 
IX and to consider what theme the image indicates. 

is also a bodhisattva statue of the Ekadasamukha, and a bodhisattva 
statue of M

a吋usriand a bodhisattva statue of Samantabhadra. These 
剛聞叫揖制『V帆同事州州叫判感｛択制帆



天龍山石筋第 九慌 の 千 仏 表現 に つ い て

中
国
山
西
省
の
代
表
的
な
石

窟
と
し
て
知
ら
れ
る
天
龍
山
石

天龍山石窟 第九窟 （漫 山 閣） 外観

窟
は
山
の
中
腹
東
西
峰
に
窟

を
穿
ち
合
計
二
十
五
窟
を
有

す
る。
造
営
年
代
は

東
説
な

い
し
は
北
斉
と
い
わ
れ
る
が

そ
の
半
分
以
上
は
唐
代
が
占
め

て
い
る。
各
窟
の
ほ
と
ん
ど
が

奥
行
き
二
m
前後
の
規
模
で

正
壁
に
あ
た
る
北
壁
と
両
側
の

図 1

東
西
壁
そ
れ
ぞ
れ
に
五
尊、

第
九
窟
の
み
は
異
例
で、

二
尊
な
い
し
は
二
尊
を
配
す
る
構
造
を
も
つ
が

上
層
に

石
窟
の
中
心
に
位
置
す
る

巨
大
な
窟
の
内
部
を
上
下
二
層
に
分
け、

本
尊
弥
勅
如
来

す
る。
そ
し
て、

下
層
に
十
一
面
観
音
菩
薩 、
文
殊
菩
薩

窟
の
外
壁
に
は
木
造
楼
閣
を
設
け、
本
来
の
仏
教
寺
院
と

し
て
の、
信
仰
の
中
心
を
担
っ
て
い
る。

と
こ
ろ
で、

普
賢
菩
薩
を
配

彫
り
さ
れ
て
い
る
（
以
下
「
後
壁
千
仏」） 。

下
層
の
後
壁
に
は 、
蓮
華
座
上
に
坐
す
千
仏
像
が
全
面
に
浮

千
仏
の
各
蓮
華
座
は 、
蓮
茎
に

う
よ
り
も、

「
化
仏」

よ
っ
て
互
い
に
連
結
し
た
珍
し
い
図
像
で
あ
り

と

む
し
ろ

」
れ
ら
は
「
千
仏」

と
呼
ぶ
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い。

」
の
特
異
な
図
像
に
つ
い
て
は

去
イム

あ
る
い
は
弥
勅
浄
土
も
し
く
は
第
九
窟
諸
像
の
構
成
か
ら

い
ず
れ
も
具
体
的
に

」
れ
ま
で
弥
勤
如
来
を
中
心
と
し
た
過

『
議
厳

経』
と
の
関
連
と
い
っ
た
簡
単
な
指
摘
は
あ
っ
た
が

論
じ
ら
れ
た
も
の
は
な
く、
第
九
窟
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
軽
視
さ
れ
て
き

た。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
千
仏
表
現
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
し、
ど
の
よ
う

な
背
景
で
制
作
さ
れ
た
の
か、
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い。

第
九
窟
及
び
後
壁
千
仏
の
概
要

現
在
漫
山
閣
と
呼
ば
れ
る
第
九
窟
外
壁
の
楼
閣
〔
図
1〕

Lま

一
九
八
O

年
代
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
『
太
原
将
志』
に
よ
る
と
明
の
正
徳

年
間
（
一
五
O
六
1

二
一）
初
め、
僧
浄
深
が
天
龍
寺
（
石
窟）
を
重
修
し、

僧
道
永
が
石
仏
を
庇
う
た
め
に、
高
さ
四
丈
余
り
の
楼
閣
を
建
て
た
こ
と
が

知
ら
れ
る。

ま
た、
今
あ
る
楼
閣
は
初
層
に
裳
階
を
設
け
た
三
層
で
あ
る
が、
石
窟
内

部
は
二
層
構
造
で、
上
層
は
総
高
約
七
m
の
塑
造
の
弥
物
如
来
情
像
を、

層
中
央
は
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
そ
の
左
に
騎
象
文
殊
菩
薩
坐
像、
右
に

騎
獅
普
賢
菩
薩
坐
像
を
配
す
る。
問
題
の
千
仏
は 、
下
層
の
後
壁
に
浮
彫
り

図 2

下

( 1 4 ) 
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け
ら
れ
て
い
る
〔
図
2〕

ち
ょ
う
ど
十
一
面
観
音
菩
薩
を
挟
む
形
で、
東
西
二
区
に
分

さ
れ
て
お
り、

後
壁
千
仏
東
側
の
区
画
〔
図
3〕
は、
高
さ
約
一
・

八
m 、
幅
約
二
・

六
m 。

左
右
に
如
来
坐
像）

を
配
し

最
下
部
に
は
若
干
大
き
な
三
仏
（
中
央
に
如
来
僑
像、

そ

（
七
尊
構
成） 。

の
中
尊
の
像
高
は
約
四
O
叩
で

左
右
の
如
来
坐
像
に
各
二
体
ず
つ
脇
侍
を
置
く

須
弥
座
上
に
侍
坐

両
手
を
両
膝
に
置
き

丸
い
蓮
根
か
ら
蓮
茎
が
伸
び
た
踏
割
蓮
華
の
上

す
る。
垂
下
し
た
両
足
は、

に
の
せ
る。

に
置
く。
蓮
華
座
上
で
結
蜘
欧
坐
し

左
側
の
如
来
坐
像
の
像
高
は
約
二
八
倒 。
左
手
を
腹
前
に、
右
手
を
右
膝

そ
の
蓮
華
は
蓮
根
か
ら
垂
直
に
伸
び

て
い
る。
ま
た、
蓮
根
は
丸
く、
左
右
両
脇
侍
が
立
つ
蓮
華
座
へ
も
茎
を
伸

左
脇
侍
は
失
わ
れ
て
い
る
た
め
像
容
は

ば
し
て
い
る。
右
脇
侍
は
不
鮮
明、

分
か
ら
な
い。

右
側
の
如
来
坐
像
の
像
高
は

約
三
三
倒 。
偏
祖
右一肩
の
衣
を

市長

左
側
の
如
来
坐
像
と
同

様、
左
手
を
腹
前
に、
右
手
を

右
膝
に
置
く。
や
は
り
丸
い
蓮

根
か
ら
茎
を
伸
ば
し
た
蓮
華
座

上
に
結
蜘
欧
坐
し
同
じ
く
右

側
に
菩
薩
立
像
左
側
に
は
比

丘
像
ら
し
き
脇
侍
を
配
す
る。

そ
し
て
左
右
の
如
来
坐
像

図 3

の
背
後
か
ら
は
上
部
へ
蓮
茎
が

幾
重
に
も
伸

、び 、
蓮
華
座
を
設

け
る。
そ
れ
ら
の
蓮
華
座
は
五

十
四
（
な
い
し
は
五
十
五）

り

各
々
如
来
像
が
坐
る。

た、
下
部
中
央
の
如
来
僑
像
の

上
に
は、
現
在
は
欠
失
す
る
が

や
や
大
き
め
の
如
来
立
像
が
あっ

た。後
壁
千
仏
西
側
の
区
画

4〕
は、
高
さ
約
一
・

八
m

幅
約
二
・

三
m 。
東
側
と
同
様、

あ
り、
中
央
に
如
来
俺
像、
左
右
に
如
来
坐
像
を
配
す
る。
如
来
俺
像
の
像

下
部
に
や
や
大
き
め
の
三
仏
が

は
二
六
印 。

側 、
左
側
の
如
来
坐
像
の
像
高
は
二
三
四 、
右
側
の
如
来
坐
像

高
は
約
四
一

い
ず
れ
も
東
側
の
区
画
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が、
右
側
の
如
来

坐
像
が
両
手
を
腹
前
辺
り
に
置
く
こ
と、
左
右
如
来
坐
像
と
も
に、
周
囲
の

蓮
議
座
上
の
如
来
坐
像
が
脇
侍
の
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
点
な
ど、
い対日
エγ
の

像
の
姿
が
見
ら
れ
る。

違
い
も
見
ら
れ
る。
中
央
の
如
来
惰
像
の
上
に
は
や
は
り
大
き
め
の
如
来
立

は
六
十
（
な
い
し
は
六
十
二
を
数
え
る。

そ
し
て、
蓮
茎
で
繋
が
っ
た
蓮
華
座
上
の
如
来
坐
像

後
壁
千
仏
は
全
体
的
に
表
面
が
摩
滅
し、

以
上
が
大 中ま に
か は
（去 欠
JI/ tι 
空 亡
語 長
女 分で＋ も
三位I �

た
め
詳
細
は
は
っ
き
り
し
な
い
が、

の
言
及
が
あ
る
の
で
」
こ
で
紹
介
し
た
い。

な
お、
僅
か
で
は
あ
る
が
諸
先
学
に
お
け
る
後
壁
千
仏
に
つ
い
て
の
一
応

田
中
俊
逸
氏
は、
蓮

ま
ず

あ

( 1 5 ) 

ま匡｜



天 龍 山 石窟第 九 窟 の 千仏表現に つ い て

と
解
釈
し
「
形
式
は
所
調

茎
で
繋
が
っ
た
こ
れ
ら
の
千
仏
表
現
を
「化
仏」

六
朝
の
枝
仏
と
称
し
て
い
る
も
の
に
相
当
す
る
が、
仏
の
面
貌姿
態、
衣
摺 、

簸
髪 、
さ
て
は
蓮
弁
の
彫
法
に一
種
の
改
革
進
歩
し
た
点
は
初
唐
頃
と
見
て

と
述
べ
ら
れ
た。

も大
過
は
な
か
ら
う」

ま
た、
松
本
栄
一
氏
は
『
集
神州
三
賓感
通
録』
や
『覚
禅
紗』
に
み
え

る
阿弥
陀
五
十
菩
薩
図
に
関
連
す
る
作
例
と
し
て、
「
天
龍
山
石
窟第
九
洞
外

陣
北
壁
に
於
け
る
初
唐
頃
の
浮
彫
で
あ
る
が

こ
れ
亦
一
悌
五
十
菩
薩
の
侍

圃
様
の
著
し
く
西
方
的
な
る
知
は

説
と
関
係
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ

ヲ，」ー

れ
亦
西
方
侍
来
の
園
本
に
基
き
て
作
ら
れ
し
事
を
語
れ
る
も
の
と
言
ふ
べ
き

と
し
た。

で
あ
ら
う」

方
水
野
清一
氏
は
「第
一
層
の
後
壁
に
あ
る
千
悌
の
浮
彫
は 、
初
唐

の
作
で
あ
る。
し
た
が
っ
て、
本
尊
禰
勅
石
像
は
も
っ
と
は
や
く
つ
く
ら
れ

た
か
も
知
れ
な
い
が、
現
存
す
る
像
は
塑
造
で、
五
代
の
作
で
あ
ら
う」
と

し 、
千
仏
の
主
題
に
つ
い
て
は
「
禰
勅
悌
を
中
心
と
し
た
過
去
悌
の
表
現
で

は
な
い
か
と
お
も
ふ」
と
し
て
い
る。
但
し、
注
に
て
「
龍
円
高
悌
洞
の
後

壁
に
あ
る
五
通
菩
薩
の
一
悌
五
十
菩
薩
の
類
例
中
に
か
ぞ
へ
た
が、
ど
れ
も

悌
の
像
で
あ
る
こ
と、
中
央
に
輔
勅
悌
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て、
別
の

解
揮
を
求
め
る
方
が
よ
い
や
う
に
お
も
ふ」
と、
前
掲
の
松
本
栄
一
氏
の
見

こ
れ
ら
の
千
仏
の
図
像
が
特
異
で
あ
る
こ
と
を、

な
く
提
起
し
て
い
る。

解
と
は
異
な
り

そ
れ
と

そ
し
て、
李
裕
群
氏
は
「
弥
勅
浄
土
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が、
東

側
区
画
の
中
尊
弥
勅
知
来
筒
像
上
に
菩
薩
像、
西
側
区
画
に
も
如
来
立
像
が

あ
る
こ
と
か
ら

西
方
浄
土
の
阿
弥
陀
と
観
音
に
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ

「
こ
の
よ
う
な
図
像
と
題
材
は
未
見
で
あ
る」
と
結

な
い」
と
し

さ
ら
に

民Uんだ。第
九
窟
千
仏
に
つ
い
て、
お
お
よ
そ
共
通
し
た
見
解
と
し
て
は 、
制
作
年

代
が
初
唐
頃
で
あ
る
と
い
う
こ
と、
浮
彫
の
最
下
部
の
僑
像
は 、
弥
勅
如
来

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
第
九
窟
の
具
体
的
な
造
営
年
代
は
今
後
検
討

を
要
す
る
が、
本
稿
で
は
一
応
唐
代
と
い
う
こ
と
で
進
め
た
い 。
ま
た

在
の
第
九
窟
本
尊
で
あ
る
塑
造
の
弥
勅
如
来
俺
像
は 、
後
世
の
作
と
認
め
ら

れ
る
た
め、
ま
ず
は
当
初
の
本
尊
も
弥
勅
如
来
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を、
今

一
度
確
認
し
た
い 。

天
龍
山
の
麓
に
建
つ
聖
毒寺
に
は 、
天
龍
山
石
窟
に
関
係
す
る
い
く
つ
か

の
碑
像
を
所
蔵
し
て
い
る
が
そ
の
中
に
「
大
漢
英
武
皇
帝
新
建
天
龍
寺
千

悌
棲之
碑」
な
る
も
の
が
あ
り、
慶
運
二
年
（
九
七
五）
八
月
二
十
一
日
に

建
て
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る。
そ
の
文
中
に、

奇
峰

と 自信
あ 口
る 上
こ 有
と 平
か 社
ら 17 1、 東

西
僅
五
十
歩、
北
筒
石
壁 、
有
弥
勅
閣 、
内
設
石
像」

五
代
北
漢
（
九
五
一
七
九）
の
頃
に
は 、
す
で
に
弥
勅
如
来
が
安
置
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る。
原
初
の
弥
勅
如
来
像
が
ど
の
よ
う
な
理
由

で
失
わ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が、
途
中、
本
尊
が
す
り
替
わ
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
こ
と
か
ら、
恐
ら
く
造
営
当
初
か
ら
弥
勅
知
来
を
本
尊
と
す
る

か、
も
し
く
は
弥
勤
に
関
係
し
た
窟
と
し
て
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る。
従
つ

て、
東
西
区
画
に
分
か
れ
た
問
題
の
後
壁
千
仏
も、
弥
鞘信
伸
に
関
連
し
て

制
作
さ
れ
た
も
の
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う。

千
仏
表
現
に
つ
い
て

中
国
に
お
け
る
千
仏
へ
の
関
心
は
「東
晋
以
後 、
『
賢
劫経』
を
は
じ
め
と 現

( 1 6  ) 
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す
る
諸
種
の
仏
名
経
の
伝
訳、
撰
述
が
あ
り、
同
時
に
仏
名
を
唱
礼
し
て
機

悔滅
罪
を
祈
る
仏
名
会
が
各
地
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ、
そ
の
聞
の

と
の
指
摘
が
あ
り、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら

信
伸
の
高
ま
り
が
窺
わ
れ
る」

広
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。
造
形
と
し
て
は、
五
世
紀
前
半
の
石
窟
寺

院
の
壁
面
に
登
場
し
て
お
り、
そ
の
後
も、
絵
画、
彫
刻
（
浮
彫）
と
い
う

形
で、
石
窟
の
み
な
ら
ず、
単
独
造
像
に
お
い
て
も
各
地
で
制
作
さ
れ
て
き

RE
f－81、

＋／
ナJ
AM

そ
れ
は
あ
く
ま
で
本
尊
を
荘
厳
す
る
役
割
に
留
ま
り、
千
仏
そ

の
も
の
が
主
題
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た。

千
仏
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
は、
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
が、
安
田
治

樹
氏
は
千仏
の
種
類
を、
大
き
く
「
過
去
仏
説」
「
賢
劫仏
説」
と
「化
仏
説」

03
 

に
分
け
て
い
る。

過
去
仏
は、
釈
迦
以
前
に
も
無
数
の
過
去
仏
が
い
る
と
い
う
考
え
方
で、

最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
が
『
長
阿
含
経』
巻
第

「大
本
経」
や
『増
一
阿

「
過
去
七
仏」

含
経』
第
四
十
四 、
四
十
五
な
ど
に
説
か
れ
る

で
あ
る。
さ

ら
に
過
去
に
対
し
て
現
在、
未
来
の
概
念
が
生
れ、
や
が
て
は
「
一
世
多
仏」

説
が
出
て、
そ
し
て、
『観
薬
王
薬
上
二
菩
薩経』
の
よ
う
に、
過
去、
現
在、

未
来
の
三
世
に
お
い
て各
千
仏
が
存
在
す
る
と
い
う
「
三
劫
三
千仏」
説
が

唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う。

「
賢
劫
仏」

続
い
て
「

過
去
仏」
の
発
展
に
と
も
な
い

の
考
え
方
が
出
現

す
る。
賢
劫
仏
は、
過
去、
現
在
で
出
世
し
た
仏
か
ら、
未
来
仏
で
あ
る
弥

勅
に
い
た
る
ま
で、
千
仏
が
次
々
と
現
れ
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
成
立
し
た

も
の
で、
次
第
に
名
号
を
記
し
た
仏
名
経
類
が
訳
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
くま

た、
「化
仏」
の
考
え
方
は、
釈
尊
の
奇
蹟
謂
「舎
衛
城
双
神
変」
に
基

づ
く
も
の
で、
「神
変」
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
教
典
が
述
べ
て
い
る。
中

化
仏
の
出
現
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
記
載
が
あ
る
の
が、
後
秦
鳩
摩

羅
什
訳
『
大
智
度
論』
巻
第
九
で、
仏
の
一
切
の
毛
根
か
ら
光
明
が
発
せ
ら

で
も、

れ、
十
方
無
量
世
界
を
照
ら
し、
購
辺
か
ら
宝
蓮
華
を
出
し
た
と
し、
次
の

よ
う
な
偶
を
説
い
た
と
す
る。

青
光
瑠
璃
童
千葉
黄
金
色
／
金
剛
馬華
塞
琉
拍
属華
飾

藍
軟
不
鐙
曲

其
高
十
蝕
丈／
員
青
瑠
璃色
在
悌
瞬中
立

其
葉
贋
而
長
白
光
間
妙
色
／
無
量
賓荘
厳

其華
有
千葉

妙
華
色
如
是
従
悌
瞬中
出
／
是
四
華
蓋
上

賓座
曜
天
日

座
各
有
坐
悌
知
金
山
四
首
／
光
曜
等
如

従
四
傍
瞬中

各
出
妙
賓華
華
上
有
賓座
／
其座
各
有
悌
従
是
悌
瞬中

展
縛出
資華

華
華皆
有
座
／
座
座
各
有
働
（
以
下
略）

さ
ら
に、
唐
義
浄
訳
『根
本
一
切
有
部
毘
奈
耶雑
事』
巻
二
十
六
に
は、

時
彼
龍
王
知
悌
意
己 。
作
知
是
念。
何
因
世
尊
以
手
摩地。
知
悌
大
師

欲
現
神
幾
須
此
蓮
花 。
即
便
持
花
大
知
車
輪
数
満
千
葉。
以
賓
属
韮
金

剛
属
器 。
従
地
踊
出。
世
尊
見
己
即
於
花
上
安
隠
市
坐 。
於
上
右
透
及

以
背
後
各
有
無
量
妙
賓
蓮
花 。
形
状
同
此 。
自
然
踊
出。
於
彼
花
上

一
皆
有
化
悌
安
坐 。
各
於
彼
悌
蓮
花
右
漫
及
以
背
後。
皆
有
如
是
蓮
花

踊
出
化
悌
安
坐 。
重
重
展
轄
上
出
乃
至
色
究
寛
天
蓮
花相
次。
或
時
彼

悌
身
出
火
光。
或
時
降
雨 。
或
放
光
明。
或
時
授
記。
或
時
問
答。
或

復
行
立
坐
臥
現
四
威
儀。

仏
が
神
変
を
現
そ
う
と
す
る
意
を
知
っ
た
龍
王
は、
地
よ
り
湧
出
し
た
蓮

華
を
支
え
る。
そ
の
上
に
仏
が
坐
し、
さ
ら
に
左
右
背
後
か
ら
無
量
の宝
蓮

華
が
自
然
に
湧
出
す
る。
そ
れ
ら
の
上
に
は
化
仏
が
安
坐
し、
重
重
展
転
し

( 1 7 ) 



天龍山石窟第九腐の 千仏表現 に つ い て

な
が
ら
色
究
寛
天
ま
で
伸
び
る。
化
仏
は
身
か
ら
火
光
を
出
し、
あ
る
時
は

倫色姐＝－国陶圃．隔医事咽ー＝：....... 

ア ジ ャ ン タ 石窟
第七窟仏堂前室の浮彫

（部分）

雨
を
降
ら
せ、

あ
る
時
は
問

あ
る
い
は
光
明
を
放
ち、
あ
る
時
は
授
記
し、

空主
し
そ
し
て
あ
る
時
は
四
威
儀
を
現
す
ーー

と
い
う。

「
神
変」
で
出
現
し
た
化
仏
を
図

」
れ
ら
経
典
に
記
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る

像
化
し
た
も
の
は
ア
ジ
ャ
ン
タ
石
窟
第
七
窟
仏
堂
前
室
の
左
右
壁
の
浮
彫

を
初
め
〔
図
5〕 、
西
安
市
大
慈
恩
寺
出
土
《
三
尊
及
び
七
蓮
仏
像
培
仏》

（
西
安
市
文
物
保
護
考
古
所）
〔
図
6〕
ゃ 、
《
方
形
独
尊
簿
仏》
（
奈
良
国
立

図 5

〔
図
7〕
な
ど
の
例
が
あ
る。
こ
れ
ら
は
蓮
茎
が
互
い
に
連
結
し、

博
物
館）

展
転
す
る
蓮
華
座
上
に
そ
れ
ぞ
れ
仏
が
坐
る
点
で
ま
さ
に
天
龍
山
石
窟

三尊及び七蓮仏像簿仏
（西安市文物保護考古所）

「
神
変」

第
九
窟
の
後
壁
千
仏
に
共
通
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
きる
が

、

の
主

役
は
あ
く
ま
で
釈
迦
如
来
で
あ
る
た
め、
直
接
結
び
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い

か
も
知
れ
な
い。
ア
ジ
ヤ
ン
タ
石
窟
第
七
窟
浮
彫
の
例
は

龍
王
の
支
え
る

茎
か
ら
各
蓮
華
座
が
派
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
が、
後
壁
千
仏
と
は
大
き
く
異

増
仏
二
例
は
と
も
に
丸
い
蓮
根
か
ら
蓮
茎
が
伸
び
て
お
り、

な
る
が、

後
壁

千
仏
に
近
い
と
い
え
よ
う。
」
の
二
例
は
唐
代
ア
ジ
ヤ
ン
タ
石
窟
第
七
窟

図 6

は、
ア
ジ
ヤ
ン
タ
の
最
末
期、
七
世
紀
前
半
頃
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る。

一
方、
蓮
華
座
上
に
坐
る
尊
格
が、
仏
と
菩
薩
と
い
う
違
い
が
あ
る
も
の

の、
前
掲
の
阿
弥
陀
五
十
菩
薩
図
も、
非
常
に
類
似
し
た
図
像
と
い
う
こ
と

方形独尊t専仏
（奈良国 立↑専物館）

で
注
目
に
値
す
る。

『
集
神
州
三
賓感
通
録』
巻
中
「
惰

そ
の
典
拠
と
な
る

緯
明
憲
五
十
菩
薩
像
縁
三
十
七」

て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で、

は、
麟
徳
元
年
（
六
六
四） 、
道
宣
に
よ
っ

天
竺
鶏
頭
摩
寺
五
通
菩
薩
が
阿
弥
陀
に
樹
菜

上
で
一
仏
五
十
菩
薩
の
姿
を
現
す
乙
と
を
請
い
そ
の
姿
を
写
し
取
っ
て
流

布
し
た
と
い
う
故
事
を
収
め
て
い
る。
本
図
像
に
つ
い
て
は、

氏
の
論
考
が
あ
り、

勝
木
言
一
郎

図 7

そ
こ
で
は
主
な
中
国
の
作
例
と
し
て
臥
龍
山
千
仏
巌

( 1 8 ) 
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（中尊頭部は後補）

（
貞
観
八
年
・

六
三
四）

を
は
じ
め

綿
陽
碧
水

龍門石窟 薫イ弗洞西壁

寺
摩
崖
造
像
（
唐） 、
通

江
千
仏
崖
阿
弥
陀
仏
命

、H二
1旦
像
（
龍
朔
三
年
・

六

ムハ一二）

龍
門
石
窟
敬
善

寺
洞
像
（
唐・
高
宗
前

図 8

期

同
石
窟
南
側
桐
像

（
永
降
元
年
・

六
j
O）

〔
図
8〕 、
溶
県
千
仰
寺

石
窟
造
像
（
唐）
〔
図
9〕 、

敦
燥
莫
高
窟
第
三
三
二

窟
東
壁
画
（
聖
暦
元
年・

六
九
八）
等
を
あ
げ
て

い
る。

図 9

千
仏
表
現
そ
の
も
の

ろ
で
あ
る
が

各
地
で
造
像
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ

蓮
茎
で
繋
が
れ
た
蓮

は
早
く
か
ら
成
立
し、

以
上
の
現
存
作
例
の
制
作
年
代
か
ら

華
座
上
に
坐
す
千
仏
な
い
し
化
仏
の
表
現 、

弥
陀
五
十
菩
薩」
に
関
係
す
る
図
像
は、
唐
代、 す

な
わ
ち
「
神
変」
及
び
II可

し
か
も
七
世
紀
中
頃
か
ら

末
期
の
初
唐
を
中
心
に、
特
に
好
ま
れ
造
像
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

KM

 

る。

唐
代
の
弥
軌
如
来
像
と
千
仏

中
国
に
お
け
る
弥
勅
諸
経
典
の
漢
訳
は
二
世
紀
頃
か
ら
始
め
ら
れ、
四

五
世
紀
頃、
降
盛
を
極
め
た
と
い
われ
る。
弥
助
信
仰
に
は
大
き
く
上
生
信

仰
と
下
生
信
仰
が
あ
り、
上
生
信
仰
が
死
後
弥
勤
菩
薩
が
住
す
る
兜
卒
天
へ

生
ま
れ
た
い
と
願
う
信
仰
で
あ
る
の
に
対
し、
下
生
信
仰
は
遠
い
未
来、

勤
が
閤
浮
提
へ
下
生
し
て、
成
仏
後
に
龍
華
樹
の
下
で
三
回
の
説
法
を
行
う

「
龍
華
三
会」
へ
値
遇
す
る
こ
と
を
願
う
信
仰
で
あ
る。

下
生
信
仰
が
流
行
し
た
蔚
代、
弥
助
如
来
は
筒
像
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多

当
時、
窟
の
造
営
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
龍
門
石
窟
で
は、

の
あ
る
弥
助
の
造
像
は
十
七
件
あ
り、
侍
像
の
代
表
例
と
し
て
は、
恵
問
洞

か
っ
た。

紀
年
銘

本
尊
（
戚
亨
四
年
・

六
七
三）
を
始
め、
般
客
の
正
壁
像
（
貞
観
十一
年
・

六
三
七）
ゃ 、
賓
陽
商
洞
北
壁
像
（
貞
観
二
十
二
年・
六
四
八）
な
ど
が
上

ま
た、
高
例
洞
通
道
南
側
の
寵
内
弥
勅
如
来
街
像
の
銘
文
に
は、

げ
ら
れ
る。

永
隆
元
年
（
六
八
O） 、
鹿
貞
が
「
弥
助
像
五
百
匝」
を
敬
造
し
た
こ
と
が
記

さ
れ、
壁
面
に
は
五
十
一
の
侍
坐
す
る
弥
物
小
千
仏
が
彫
ら
れ
て
い
る。

ら
に、
武
周
期
（
六
九
O
七
O
四）
の
造
営
と
さ
れ
る
嬬
鼓
台
中
洞
（
大

万
伍
千
仏
記）
の
本
尊
も、
左
右
に
菩
薩
立
像
を
配
し
た
弥
糊
如
来
街
像
で、

窟
内
四
壁
中
段
か
ら
天
井
に
至
る
ま
で、
周
囲
を
千
仏
で
埋
め
尽
く
し
て
い

る。

弥
勅
如
来
筒
像
と
千
仏
を
構
成
す
る

」
れ
ら
の
像
は
七
世
紀
後
半

好
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う。

同
石
窟
敬
西
洞
で
は、
弥
勤
如
来

そ
の
ほ
か、

俺
像
を
中
尊
に
五
十
菩
薩
を
壁
面
に
表
す。
但
し
」
れ
ら
の
菩
薩
像
が

坐
る
蓮
華
坐
は、
前
掲
の
阿
弥
陀
五
十
菩
薩
図
の
よ
う
に、
蓮
茎
で
繋
が
れ

て
い
な
い。

31F 
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天 龍 山 石窟第九窮の千仏表現 に つ い て

一
方、
弥
軌
如
来
像
と
千
仏
と
の
組
合
せ
を
述
べ
る
経
典
と
し
て、
鳩
摩

羅
什
訳
の
『弥
鞘
大成
仏
経』
が
あ
り、
そ
こ
に
は、

悌
滅
度
後
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷 。
天
龍
八
部
鬼
人
等。
得
聞
此

経
受
持
讃
諦
曜
奔
供
養
鵜
恭
敬
法
師。
破
一
切
業
障
報
障
煩
悩
障。
得

見
禰
勅
及
賢
劫
千
悌 。
三
種
菩
提
提
随
願
成
就 。
不
受
女
人
身。
正
見

出
家得
大解
脱。

仏
滅
の
後、
本
経
典
を
聴
き
礼
拝
供養
し
て

一
切
の
業
障
・

報
障
・

煩

悩
障
を
破
す
れ
ば、
弥
鞘
如
来
と
賢
劫
千
仏
に
ま
み
え、
出
家
し
て
解
脱
を

得
る
こ
と
が
説
か
れ
る。
そ
し
て、
劉
宋
祖
渠
京
聾
訳
『
観
繭
鞠
菩
薩
上
生

兜
率
天
経』
に
も、
仏
滅
後、
弥
勤
に
随
っ
て
閤
浮
提
に
下
り、
第
一
に
法

を
聴
い
て、
未
来
世
で
賢
劫
の
一
切
諸
仏
に
値
遇
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い

る。
つ
ま
り、
未
来
仏
で
あ
る
弥
鞘
知
来
の
出
現
に
は、

の
で
あ
る。

千
仏
が
と
も
な
う

以
上
を
考
え
る
と、
前
掲
で
ふ
れ
た
よ
う
に、
天
龍
山
石
窟
第
九
窟
後
壁

千
仏
の
下
部
に
浮
彫
り
さ
れ
た
中
尊
の
如
来
俺
像
は、
東
西
区
画
と
も
に、

や
は
り
弥
勃
如
来
で、
左
右
の
二
仏
は、
未
来
仏
で
あ
る
弥
勅
如
来
に
対
し

て
表
さ
れ
た
現
在
仏、
過
去
仏、
す
な
わ
ち
三
世
仏
と
し
て
ほぽ
間
違
い
な

い
と
い
え
よ
う。
中
尊
弥
軌
知
来
筒像
の
上
部
に
立
つ
知
来
像
も、
過
去
仏

周
囲
の
千
仏
は、
弥
勅

の
一
体
と
見
て
良
い
の
か
も
知
れ
な
い 。
そ
し
て、

知
来
に
付
随
す
る
千
仏
の
み
な
ら
ず、
明
去
仏
か
ら
未
来
仏
の
出
現
に
至
る

ま
で
の、
賢
劫
の
聞
に
相
継
い
で
現
れ
る
と
い
う
千
仏
の
存
在
も
含
み、
表

却

現
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る。

但
し、
弥
勅
如
来、
も
し
く
は
三
世
仏
に
と
も
な
い
出
現
し
た
千
仏
が、

蓮
茎
で
繋
が
れ
た
蓮
華
座
上
に
坐
す
と
い
う
例
は、
他
に
は
見
当
た
ら
ず、

は
っ
き
り
と
し
た
典
拠
も
分
か
ら
な
い 。
な
ぜ、
天
龍山
石
窟
第
九
歳
の
後

壁
千
仏
に、
区
画
内
に
整
然
と
並
ん
だ
通
例
の
千
仏
の
表
現
で
は
な
く、

の
よ
う
な
特
異
な
表
現
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か。

七
世
紀
中

そ
れ
に
は、

頃
か
ら
末期
の
初
唐
頃
に
流
行
し
た
「神
変」

「
阿
弥
陀
五
十
菩
薩」

や

化
仏
の
図
像
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。
「神
変」

「
阿
弥
陀
五
十
菩
薩」
の
図
像
も
イ
ン
ド
・

西
域
伝
来
で

の
図
像
は
イ
ン
ド、

あ
る
と
い
う。
西
域
儀
式
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
天
龍
山
石
窟
な
ら
で
は

こ
そ、
弥
助
如
来
を
荘
厳
す
る
に
あ
た
っ
て
新
し
い
千
仏
表
現
を
試
み
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

天
龍
山
石
窟
唐
代
造
営
期
に
お

そ
れ
ら
の
表
現
が、

け
る
弥
勅
信
仰
に
取
り
入
れ
ら
れ、
採
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た

l > 
お
わ
り
に

以
上

天
龍
山
石
窟
第
九
窟
の
後
壁
千
仏
は、
弥
戦
如
来
を
中
心
と
し
た

三
世
仏
に
と
も
な
い
出
現
し
た
千
仏
で、
そ
の
表
現
に
は
七
世
紀
中
頃
か
ら

末
期
に
か
け
て
流
行
し
た、
蓮
茎
で
繋
が
れ
た
蓮
華
座
に
坐
す
化
仏、
T』L
L 、

し
は
千
仏
の
図
像
が
影
響
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た。
こ
の
時
期
は、
ち
ょ

う
ど
則
天
武
后
が
権
勢
を
振
る
い

や
が
て
武
周
を
建
国
す
る
頃
と
重
な
る。

弥
戦
下
生
信
仰
を
政
治
に
利
用
し、
そ
の
信
奉
に
も
積
極
的
で
あ
っ
た
則
天

武
后
の
影
響
が、
弥
鞘
知
来
の
造
像
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
ろ
う。
な
お、

天
龍
山
石
窟
の
唐
代
造
営
に、
則
天
武
后
が
関
与
し
た
と
い
う
具
体
的
な
史

料
は
な
い
が

石
窟
の
所
在
地
で
あ
る
太
原
が
唐
国
の
発
祥
地 、
つ
ま
り

「
太
原
起
義」
の
地
で
あ
る
こ
と、
則
天
武
后
の
出
身
が
太
原
か
ら
さ
ほ
ど
距 � 」ー

( 20 ) 

の
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離
を
置
か
な
い
文
水
の
地
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と、
天
龍
山
石
窟
の
造
営

に
何
ら
か
の
関
与
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い。
実
際、
第
九
窟

以
外
の
唐代
窟
に
も、
弥
鞘
知来
と
思
し
き
侍像
は
数
多
く
見
ら
れ
る。

本
稿
で
は、
後
壁
千
仏
の
主
題
の
考
察
に
留
ま
る
の
み
で、
制
作
年
代、

つ
ま
り
は
窟
の
造
営
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
提
示
し
な
か
っ
た。
筆
者

は
天
龍
山
石
窟
唐
代
窟
の
造
営
年
代
の
始
ま
り
を、
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

担

と
考
え
て
い
到 。
従
っ
て、
第
九
窟
の
造
営
年
代
に
つ
い
て
は、
今
後
慎
重

に
検
討し
た
い。
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